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海⾺、⼩脳、嗅脳に局在し同部位の形態形成や防御に関与していると考えられるセレノプロテインP類似蛋⽩のゲノム解析を⾏った。同ゲノムは6つのエクソンから
なり、うち4つまでは配列解析が終了した。類似蛋⽩はセレノプロテインPと異なりhistidine-prolineの繰り返し配列を含むものと含まないものの2種類サブタイプ
が存在するが、得られたゲノムは繰り返し配列を含むものであり、周辺にexon-intronを規定する配列はなかった。また、繰り返し配列を挟むようなprimerでPCR
を⾏っても現在までの所繰り返し配列のない産物の得られないこと、Genomic Southernで遺伝⼦は単⼀である可能性が⾼いことから、繰り返し配列を含む含まな
いの決定は従来知られていない⽅法による可能性が⽰唆されたため、現在追跡中である。また、promotor部位にはTATAboxの他、MRE、AP-1、HNF-4などの認
識配列が含まれていたが、脳で局在する理由は明らかではないためLuc assay等を⾏いpromotorの有効性を現在検討中である(以上の部分はExperimental
Biology,96,WashingtonDC,USAで発表)。また、ラットではセレノプロテインPmRNAがCd負荷では増加するのにHgでは著明に減少するため、MREの有効性をし
る⽬的でセレノプロテインPのゲノム解析も⾏っている。 
⼀⽅、視路は顔⾯から後頭部までを厳密な⽅向性を持って連絡していることから神経の形態形成を考えるうえで有効な部位であると考え、種々の蛋⽩の遺伝⼦発現
を検討した。このうち、網膜ではNOSの3種のサブタイプがいずれも発現しており、近視モデルではその発現量に変化が⽣じること(ARVO,FL USAで発表)、上丘
ではadenosine receptorのサブタイプmRNAの発現パターンが脳の他の部位と異なることを⾒いだし、投稿準備中である。
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